










北
山
だ
よ
り

東
山
だ
よ
り
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鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

の
新
調
に
つ
い
て

　

鹿
苑
寺
は
、
鳥
瞰
図
（
境
内
案
内
図
）
を
二
十
年
ぶ
り
に
新
調
い
た
し
ま
し
た
。
境
内
の
整
備
で
変
更
さ

れ
た
参
拝
順
路
や
見
ど
こ
ろ
が
よ
り
正
確
に
、
見
や
す
く
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

紹
介
も
増
や
し
、
以
前
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

木
枠
も
、
洗
い
を
か
け
て
二
十
年
分
の
汚
れ
を
落
と
し
て
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
新

調
さ
れ
た
鳥
瞰
図
で
は
、
金
閣
舎
利
殿
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
鏡
湖
池

前
の
踊
り
場
に
続
く
参
拝
路
の
変
更
や
浄じ

ょ
う

蔵ぞ
う

貴き

所し
ょ

塔と
う

の
明
記
の
他
、
庫

裏
、
夕せ

っ

佳か

亭て
い

、
不
動
堂
な
ど
の
建
物
の
位
置
や
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
ま
し
た
。

　

制
作
を
依
頼
し
た
の
は
文
化
財
保
存
修
復
を
手
掛
け
る
川
面
美
術
研

究
所
で
、
時
間
を
か
け
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
完
成
に
至
り

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
変
わ
り
、
参
拝
者
も
徐
々
に
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
方
々
は
、
真
新
し
い
鳥
瞰
図
を
前
に

外
国
人
観
光
客
や
修
学
旅
行
の
生
徒
た
ち
へ
の
説
明
も
し
や
す
く
な
っ

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
参
拝
を
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
の
鳥
瞰

図
を
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

鳥瞰図

特
別
拝
観
再
開

　

慈
照
寺
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開
催
を
見
送
っ
て
い
た
春
期
特
別
拝
観
を
三
年
ぶ
り
に
再
開

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
久
々
の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
新
た
に
ガ
イ
ド
協
会
さ
ん
に
案
内
業
務
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
、
受
付
準
備
か
ら
ご
案
内
の
実
際
ま
で
の
細
々
な
手
順
を
お
寺
と
ガ
イ
ド
協
会
さ
ん
と
が
手
探

り
で
取
り
組
ん
だ
特
別
拝
観
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
本
堂
・
東と
う

求ぐ

堂ど
う

・
弄ろ

う

清せ
い

亭て
い

の
内
部

を
拝
観
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
三
月
二
十
一
日
～
五
月
七
日

の
開
催
期
間
中
、
約
三
千
人
の
方
に
拝
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
慈
照
寺
と
の
ご
縁
を
結
ん
だ
証
で
も
あ
る
特
別
御
朱
印
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
手
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
拝
観
初
日
の
頃
は
例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
を
迎
え
、
朝
晩
は
冷
え
込
む
よ
う
な

気
候
で
し
た
が
、
季
節
も
移
ろ
い
、

山
笑
う
春
か
ら
最
終
日
の
頃
に
は

瑞
々
し
い
若
葉
を
揺
ら
す
風
は
い
つ

し
か
初
夏
を
感
じ
る
も
の
と
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
取
組
み
を
振
り
返
り
、

次
回
開
催
に
向
け
て
さ
ら
に
充
実
し

た
特
別
拝
観
と
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

境内のご案内

特別拝観中の東求堂

哲学の道周辺のご案内
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相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
事
務
局
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Ⅰ
期　

二
〇
二
三
年
三
月
十
一
日
（
土
）
～
五
月
七
日
（
日
）

Ⅱ
期　

二
〇
二
三
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）
～
七
月
十
六
日
（
日
）

「
禅
寺
に
伝
わ
る
も
の
が
た
り
」
展

Ⅰ
期
展
示
風
景

イ
ベ
ン
ト
風
景

　

二
〇
二
三
年
三
月
十
日
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
に
て
「
禅
寺

に
伝
わ
る
も
の
が
た
り
」
展
の
記
者
内
覧
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
館
学
芸
員
に
よ
り
四
月
一
日
（
土
）、五
月
六
日
（
土
）

に
は
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
を
五
月
三
日
（
水
・
祝
）
に
は
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当館学芸員によるスライドトークと講座の様子。

Ⅰ
期　

二
〇
二
三
年
九
月
十
日
（
日
）
～
十
一
月
十
二
日
（
日
）

Ⅱ
期　

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）
～
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
八
日
（
日
）

�

※
年
末
年
始
の
為
、
十
二
月
二
十
七
日
～
一
月
五
日
の
間
は
休
館
。

次
期
展
覧
会
予
定

「
若
冲
と
応
挙
」
展

［
主
催
］　

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

　
　
　
　

京
都
新
聞

［
協
賛
］　

一
般
財
団
法
人 

萬
年
会

　
　
　
　

鹿
苑
寺

　
　
　
　

慈
照
寺

［
拝
観
料
］　

一
般
八
〇
〇
円

　
　
　
　
　

六
十
五
歳
以
上
六
〇
〇
円
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七
難
七
福
図
巻 

円
山
応
挙
筆

　

相
国
寺
派
の
寺
院
に
は
、
伊
藤
若
冲
を
は
じ
め
近
世
の
在
京
の
絵
師
た
ち
の
作

品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
も
そ
の
一
人

で
す
。
例
え
ば
、
慈
照
寺
に
伝
来
す
る
釈
迦
十
六
善
神
像
は
、
応
挙
五
十
四
歳
の

年
に
描
き
、
慈
照
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
箱
書
き
に
記
さ
れ
て
お
り
、
応
挙
の

数
少
な
い
仏
画
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
応
挙
の
才
能
を
は
や
く
か
ら
見
抜
い
て
庇
護
し
て
い
た
の
は
、
滋
賀
の
円

満
院
の
祐
常
法
親
王
（
一
七
二
三
〜
七
三
）
で
し
た
。
現
在
相
国
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
重
要
文
化
財
、
七
難
七
福
図
巻
は
、
祐
常
の
指
示
の
も
と
、
制
作
さ
れ
た

傑
作
で
す
。『
仁
王
経
』
と
い
う
経
典
に
説
か
れ
た
災
い
と
福
を
当
時
の
風
俗
で

描
き
出
し
た
も
の
で
す
。
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
三
十
六
歳
の
応
挙
が
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
全
三
巻
で
天
災
巻
、
人
災
巻
、
福
寿
巻
と
い
う
構
成
で
す
。
画
面
に

写
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
十
六
メ
ー
ト
ル
近
く
に
及
ぶ
天
災
巻
の
う
ち
、
地
震
を

描
い
た
場
面
で
す
。

　

実
は
こ
の
絵
巻
、
応
挙
が
一
か
ら
構
図
を
考
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
祐
常
に
よ

七難七福図巻　天災巻（地震部分）　円山応挙筆
重要文化財　三巻のうち一巻　紙本著色　江戸時代　明和五年（一七六八）　相国寺蔵 
※左上に犬が加えられている

重
要
文
化
財　

三
巻　

相
国
寺
蔵

　

附　

祐
常
筆
下
絵
一
巻
、
応
挙
筆
画
稿
二
巻

拡大図

拡大図

七難七福図巻　天災巻　下絵（地震部分）　祐常筆
一巻　紙本墨画　江戸時代　相国寺蔵

七難七福図巻　天災巻　画稿（地震部分）　円山応挙筆
二巻のうち一巻　紙本墨画　江戸時代　相国寺蔵

っ
て
下
絵
で
具
体
的
な
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
左
上
の
画
像

が
祐
常
の
指
示
書
で
す
。
短
い
場
面
で
す
が
、
祐
常
は
次
に

書
き
足
す
べ
し
、
と
記
し
て
、
次
の
場
面
に
移
り
ま
す
。
そ

し
て
応
挙
は
よ
り
長
い
場
面
に
し
て
、
下
絵
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。
下
の
絵
が
祐
常
の
指
示
を
う
け
て
応
挙
が
作
成
し

た
画
稿
で
す
。
逃
げ
惑
う
人
数
も
増
え
、
カ
ラ
ス
が
不
気
味

に
飛
び
、
ざ
わ
め
い
た
雰
囲
気
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
完
成
品
と
下
絵
を
見
比
べ
る
と
、
面
白
い
相
違
点

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
画
稿
と
比
較
す
る
と
、
完
成

品
に
は
左
上
に
犬
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
拡
大
す
る
と
犬

が
二
匹
お
り
、
一
匹
は
地
震
で
目
を
回
し
て
し
ま
っ
た
の
か

倒
れ
て
い
ま
す
。
犬
が
二
匹
、
と
い
う
要
素
は
実
は
、
は
じ

め
に
祐
常
が
記
し
た
下
絵
で
は
、
右
側
に
描
か
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
応
挙
の
細
や
か
な
配
慮
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、

応
挙
は
犬
を
よ
く
描
い
て
お
り
、
相
国
寺
開
山
堂
に
も
応
挙

や
そ
の
息
子
応
瑞
が
仔
犬
の
杉
戸
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

依
頼
者
側
の
指
示
書
の
下
絵
、
そ
れ
を
受
け
た
絵
師
の
画

稿
、
そ
し
て
完
成
し
た
大
作
絵
巻
を
秋
の
「
若
冲
と
応
挙
」

展
第
Ⅰ
期
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
実
際
の
作
品
か
ら

そ
の
制
作
意
図
を
た
ど
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

作
品
解
説
／
承
天
閣
美
術
館　

学
芸
員　

本
多
潤
子
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相
国
寺 

手
水
舎　

撮
影
◎
教
学
部

曹
源
一
滴
水
（
碧
巌
録
）

曹そ
う

源げ
ん

の
一い

っ

滴て
き

水す
い

一
滴
の
水
か
ら

 

世
界
を
潤う

る
お

す


